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【小学校版１７】 校内研修 「自己決定力の育成」実施・進行案（進行者用）

プレ

ゼン

はじめに ◎本校内研修の概略説明 3 1 ［説明］ 今日は「自己決定力の育成」について研修します。 ＊筆記用具（各自）を準備する。

○ウォーミングアップ 2 〈指示〉 研修の前にウォーミングアップをしましょう。「ねえ、どっちがいい？」です。【演習資料１】をご覧ください。ここに提示してある３つについて、それぞれ ＊ウォーミングアップは二人組で行う

好きな方を選んでもらいます。その後、二人組でどちらを選んだかを話し、その際、選んだ理由についても話すようにします。では、３つについて好きな方に ので、事前に二人組が作りやすいよ

○を付けてください。（少し間を取って）それでは、二人組になって、どちらを選んだかとそれを選んだ理由について話してください。（１分くらい様子を見 うな座席にしておくとよい。（でき

て）どうでしたか。３つとも同じだったペアは手を挙げてください。２つ同じだったのは？１つだけ同じだったのは？全部違ったペアは？選ぶものは人それぞ れば普段あまり話をする機会がない

れですね。自分のペアのそれを選んだ理由について、ぜひみなさんに紹介したいというものがあれば、発表してください。（発表があれば聞いてもらう）同じ 方とペアになれるとよい）

ものを選んでも、選んだ理由が違うということもありますね。人生においても、このように自分で選択をしていくという機会はたくさんあります。小学生にと 【テキスト資料】【演習資料１】

１ ねらいの確認 っても様々な場面で選択・決定を迫られることがありますが、しっかりとした理由を基に自分で選び決めることができているでしょうか。簡単なことも自分で

(1)児童が主体的な選択・決定するために必要なこ 決められず、親や先生の指示を待ってばかりいる児童はいないでしょうか。自己決定力は、中学生、高校生になれば自然と身に付くというものではありません。

とについて理解する 小学生のうちから少しずつ基礎作りをしていかなければなりません。

(2)演習を通して、児童が主体的な選択・決定をす 3 ［説明］そこで、今回は児童の自己決定力を育てるためには、どのように支援していくかについて考えていきたいと思います。ねらいは２つです。「児童が主体的な選

ることができる力を身につけるための活動例を 択・決定するために必要なことについて理解する」ことと「演習を通して、児童が主体的な選択・決定をすることができる力を身につけるための活動例を体

体験的に理解する 験的に理解する」ことをねらいとして、研修をしていきます。

Ⅰ説明 ２ 現況 10 4 〈指示〉初めに現況について説明します。では、【参考資料】をご覧ください。 【テキスト資料】【参考資料】

(1)福島県国公私立小中学校不登校児童生徒数 5 ［説明］こちらは、平成２２年度から平成２６年度までの福島県国公私立小中学校の不登校児童生徒数と１０００人当たりの不登校児童生徒数です。福島県においては、 ＊プレゼン資料を指し示しながら説明

この５年間で増加傾向にあります。特に中学校での不登校生徒数は多く、福島県としても大きな課題の一つとなっています。不登校の理由は様々ですが、児童 をしていくと分かりやすい。

生徒の自己決定力の未熟さも不登校と関連があると言われています。

(2)福島県公私立高等学校不登校生徒数 6 〈指示〉次に、こちらをご覧ください。

［説明］こちらは、先ほどと同じく平成２２年度から平成２６年度までの福島県公私立高等学校の不登校生徒数と１０００人当たりの不登校生徒数です。こちらも毎年

約５００人以上の生徒が不登校となっており、福島県の公私立高等学校在籍生徒１０００人当たり約１０人が不登校ということになります。

これらのデータは中学校、高等学校のものもありますし、データに対する考え方は様々だと思いますが、小学校を卒業し中学校や高等学校へ入学した児童生徒

が、実際にこのような状況だとすれば、私たちが関わることのできる小学生のうちに、児童たちに対して何かできることがあるのではないでしょうか。

(3)高卒就職者の卒業後３年以内の離職率 7 ［説明］また、小学生にとってはまだまだ先のことのように思われるかも知れませんが、次の資料は高卒就職者の離職率です。全国の調査結果によると、高卒就職者の

(4)福島県内の高卒就職者の離職率 8 就職後の離職率は、平成２１年度以降増加傾向にあります。福島県の高卒就職者の離職率については減少傾向ですが、１年目の離職率は依然として全国平均を

上回っています。就職に関しては、近年、働く人のライフスタイルの変化や勤労価値観の多様化も進んでいます。これまで主流だった正規雇用や同じ仕事を続

ける方がよいという考え方や仕事中心の生活だけではなく、仕事と趣味や育児との両立をめざす考え方、お金や出世よりもやりがいや社会貢献を重要視すると

いう考え方なども増加し、働くことに対しての考え方も柔軟で多様になってきています。

こうした状況を踏まえると、これからの社会で生きていくための素地を培う小学校において、将来を見据えての指導がますます重要になってきています。児童

が将来、主体的に進路を選択・決定し、納得した進路へ進むことができるよう、小学生のうちに基礎となる力を付けさせるための意図的な支援や指導が必要で

す。

では、児童が主体的な選択・決定をするためには、具体的にどのような力が必要になるのでしょうか？

３ 主体的な選択・決定のために 9 〈指示〉テキストの３をご覧ください。

(1)外発的動機づけとは ［説明］進路活動のような児童の人生の中でも大きな選択に対しては、内発的動機づけによって、選択をさせることが望ましいといえます。その反対の「外発的動機づ

(2)内発的動機づけとは け」とは、外的な理由、例えば賞罰（アメとムチ）などによる動機づけのことで、短期的には有効ですが、長期的に継続させるには難しいと言われています。

それに対して「内発的動機づけ」とは、内側から湧き出す意欲、例えば、自身の楽しさや満足感による動機づけのことで、自発的な行動を促しやすいと言われ

7 ています。

(3)内発的動機づけによる決定を促すために しかし、すべての児童が内発的動機づけによって行動できるわけではありません。内発的動機づけによる行動をさせるためには、児童の内面の力、いわば大き

な選択に耐えられるだけの体力を付けなければなりません。その体力こそが、テキストに書かれている「自己肯定感」です。自己肯定感とは、自分は大切な存

在だと思える心の状態で、自己肯定感が高い状態では、意欲的に人間関係を築きやすく、また自分に自信がもてることから、積極的な行動へと結びつきやすい

といわれています。つまり、児童の自己肯定感を高めていかないと、内発的動機づけによる行動にはつながらないといえます。

ではここで、教室で行えるような、児童の自己肯定感を高めるための取り組みの一例を先生方に体験していただきたいと思います。

(4)自己肯定感を高める取り組みの一例 10 〈指示〉テキスト資料の３（４）をご覧ください。（【演習進行案１】へ） 【演習進行案１】

［説明］次に児童が自分の意思で選択、決定をする練習です。その際、今の自分が持っている価値観だけでなく、出来るだけ多様な幅広い視野を持って選択・決定する

ことが出来るように、いろいろな考え方を交流させることが出来るような方法にしました。こうした活動は一回だけですぐに効果がでるものではありません。

継続的かつ計画的に取り組む必要があります。

15 では、先生方に演習を通して、児童に主体的な選択・決定することができるようにするための取り組みを体験していただきます。

Ⅱ演習 ４ 演習「あなたがＡさんなら？」 20 11 〈指示〉【演習資料２】をご覧ください。 【演習進行案２・演習資料２】

～15 （【演習進行案２】へ）

Ⅳまとめ ◎活動の振り返り 5 ［説明］ぜひこの演習で感じたことを児童への指導へ生かしていただければと思います。それではまとめに入ります。 【テキスト資料】

◎進行者のまとめ 16 〈指示〉今日の研修はいかがだったでしょうか。感じたこと気がついたことを話してくださる方はいませんか？ ＊テキストを基にまとめを丁寧に行っ

主体的な選択・決定←（内発的動機づけ） 今日のまとめです。テキストの（ ）に大切なキーワードを入れて確認してください（１分程度時間をとる）。 ていく。

↑ 17 ・児童に主体的な選択・決定を促すためには（内発的動機づけ）を大切にした指導を展開することが望ましい。

（自己肯定感）の高まり ・内発的動機づけによる選択・決定を促すためには児童の（自己肯定感）を高めることが必要である。

（賞賛）先生方の熱心な取り組みが大変印象に残りました。ありがとうございました。

実施過程 実施内容・要点 進行者の主な指示例・発問例 ＊留意点 【 】内は使用する資料名
時 間
60分
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テキスト資料（進行者用・研修者用）

自己決定力の育成

１ 研修のねらい

（１）児童が主体的な選択・決定するために必要なことについて理解する。
（２）演習を通して、児童が主体的な選択・決定をすることができる力を身につけるための活動

例を体験的に理解する。

２ 現況

（１）福島県国公私立小中学校不登校児童生徒数
（２）福島県公私立高等学校不登校生徒数
（３）高卒就職者の卒業後３年以内の離職率
（４）福島県内の高卒就職者の離職率

児童が主体的に考え、選択・決定することができるような指導、支援が今後ますます大
切になる

３ 主体的な選択・決定のために

将来的に、人生の大きな決断である進路選択を主体的に行わせるためには、小学生のうちか
ら（外発的な動機づけに加え）主体的な選択・決定を促す内発的な動機づけを大切にした指導
を展開することが望ましい。

（１）外発的動機づけとは
外的な理由に依存したもので、賞罰（アメとムチ）などによる動機づけのこと。短期的に

は有効だが、長期的に継続させることは難しいと言われている。

（２）内発的動機づけとは
内側から湧き出す意欲によるもので、自身の楽しさや満足感による動機づけのこと。自発

的な行動を促しやすいと言われている。

（３）内発的動機づけによる決定を促すために
児童の意欲を喚起し、内発的な行動を促すためには、自己肯定感の高まりが必要である。

（４）自己肯定感を高める取組の一例
「私はあなたが好きです」

①５～６人組をつくり、グループの仲間それぞれのよいところを考える。

②１人の人に対して、メンバーが１つずつ順番に「私はあなたが好きです。なぜならば・・
・・・」と言っていく。言われる人は黙って聞く。（３回まわる）

③感じたこと、気付いたことをグループで話し合う。

４ 演習「あなたがＡさんなら？」

５ まとめ

・児童に主体的な選択・決定を促すためには（ ）を大切にした指導を
展開することが望ましい。

・内発的動機づけによる選択・決定を促すためには児童の（ ）を高めること
が必要である。
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参考資料（進行者用・研修者用）

自己決定力の育成

○ 現況について

・福島県国公私立小中学校不登校児童生徒数と１０００人当たりの不登校児童生徒数

（平成２２～２６年度文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より）

・福島県公私立高等学校不登校生徒数と１０００人当たりの不登校生徒数

（平成２２～２６年度文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より）

・福島県内高卒就職者の離職率と全国との比較

（平成２６年福島労働局「新規高卒離職者の離職率」より）
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２２ ６１，０８８ ５８１ １０．１

２３ ５９，５１５ ４７１ ８．０

２４ ５７，１３７ ５８６ １０．３

２５ ５９，３６９ ６２０ １１．２

２６ ５８，６６９ ５１３ ９．４

年度 小学校不登校
児童数（人）

小学校１０００人
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児童数（人）

中学校不登校
生徒数（人）

中学校１０００人
当たりの不登校
生徒数（人）

２２ ２３２ ２．０ １，３４３ ２１．７

２３ ２０９ １．９ １，２８２ ２１．６

２４ ２０６ ２．０ １，３６０ ２３．４

２５ ２２９ ２．３ １，４１０ ２４．５

２６ ２９１ ３．０ １，４９４ ２６．６
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演習資料１（進行者用・研修者用）

ねえ、どっちがいい？

◇理由も考えながら、好きな方を○で囲んでください。

Ｑ：「寿司」か「焼き肉」

Ｑ：「田舎」か「都会」

Ｑ：「お金」か「愛」
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演習資料２（進行者用・研修者用）

あなたがＡさんなら？

◇ 事例

昨日、Aさんは、ずっと前から欲しかった新しいゲームソフトを買ってもら

いました。予想通りとても楽しいゲームで、昨日もずいぶん長い時間ゲームを

しました。学校で友達ともゲームの話で盛り上がり、また明日も、ゲームの話

をすることになっています。今日も、ゲームの続きをするのを楽しみにして、

学校から急いで帰ってきました。

しかし、今日は漢字の宿題があります。Ａさんは漢字が苦手で、漢字の宿題

の時は、宿題をやり終えるのにいつも遅くまで時間がかかってしまいます。宿

題が終わる頃には夕食になってしまい、ゲームの時間がなくなってしまうかも

しれません。お母さんとも、ゲームは宿題をしてからやるという約束をしてい

ます。

Ａさんは、初めにゲームをしてから宿題をするか、宿題をやってしまってか

らゲームをするか迷っています。

① あなたがＡさんなら、どちらを選択しますか？選んだ方に○を付けてください。

ａ．先にゲームをする b．先に宿題をする

② それを選んだ理由を書いてください。

◇ 同じ選択をした人同士でグループになる（前方スクリーンを参照）

③ グループの中で、自分がそれを選んだ理由を発表してください。

④ 自分と違う理由があったら書いてください。
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演習資料２（進行者用・研修者用）

◇ 異なる選択をした人と交ざってグループになる（前方スクリーンを参照）

⑤ グループの中で、自分がそれを選んだ意見とその理由を発表してください。

⑥ 自分と違う理由があったら書いてください。

◇ ここまでのグループ活動をふまえて考える

⑦ あなたがＡさんなら、どちらを選択しますか？選んだ方に○を付けてください。

ａ．先にゲームをする b．先に宿題をする

⑧ はじめと同じ（違う）選択をした理由を書いてください。

⑨ 振り返り
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演習進行案１（進行者用）

「私はあなたが好きです」

〈準備物〉 ・なし

インストラクション：１分・演習:１２分・振り返り：２分

インストラクション （１分間）

進行者：「『私はあなたが好きです』という演習を行います。この演習は、自分自身の良さを
他者から認めてもらう心地よさを味わうことを通して、自己肯定感を高めることを
ねらいとしています」

演習

進行者：「（５～６人のグループになり）グループのメンバーのよいところをそれぞれ３つ考
えましょう」（５分間）

進行者：「１人の人のよいところを順番に言っていきます。３周まわったら終わりです」

進行者：「それでは、グループの中で出席番号が一番早い人は手を挙げてください。（挙手で
確認する）その人のよいところを、右隣の人から順番に言っていきます」
（７分間）

進行者：「１人の人のよいところを言い終わったら、次にその人の右隣の人のよいところを同
じように言っていきましょう」

進行者：「全員がよいところを言ってもらったら、グループみんなで拍手をしてください」

振り返り、まとめ （２分間）

進行者：「それではこの演習の感想を発表してください。どなたか発表してくれる人はいませ
んか？」
（実際にやってみての感想を、１～２名に述べてもらう）

進行者：「（感想を受けて）そうですね。（自己肯定感が高まったというような感想を全体に共有させる）
これで演習を終わります。」

実施上の留意点
（１） 考える時間、伝える時間のメリハリをつける。
（２） 演習の進め方や時間を伝え、それぞれの活動が主体的に行われるようにする。
（３） 児童に実施する場合には、実際にあるグループを例にとってやり方の説明をする。
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演習進行案２（進行者用）

「あなたがＡさんなら？」

〈準備物〉 ・筆記用具（各自） ・演習資料

ねらいの説明：１分 演習：１５分 振り返り：４分
ねらいを知る

進行者：「この演習は事例をもとに『自己選択・決定をし、理由も含めて交流していくことで、
これまでの自分になかった新たな考え方や価値観に気づき、今後の選択・決定をす
る際の幅を広げる』ことをねらいとしています」

「今日は教室で児童を相手に行うようなスタイルで演習を進めていきます。したがっ
て、先生方にとっては、この演習を通して価値観を広げるというようなことにはなり
ませんので、その点はご了承ください。先生方には教室で児童を相手に行う際の児童
の反応を想定しながら、話し合いのさせ方や振り返りの仕方を体験していただきます。
なお、児童とは違い先生方の選択には、大人としての偏りが出ますので、演習の際に
は意図的に立場や考えを決めて行っていきますので、よろしくお願いします」

場面を設定しての演習 〈ワークシートの事例をもとにグループで演習を行う〉

進行者 ：「まず、事例を読んでみます」

進行者 ：「あなたがAさんなら？」の事例を読む

昨日、Aさんは、ずっと前から欲しかった新しいゲームソフトを買ってもらいました。予
想通りとても楽しいゲームで、昨日もずいぶん長い時間ゲームをしました。学校で友達とも
ゲームの話で盛り上がり、また明日も、ゲームの話をすることになっています。今日も、ゲ
ームの続きをするのを楽しみにして、学校から急いで帰ってきました。
しかし、今日は漢字の宿題があります。Ａさんは漢字が苦手で、漢字の宿題の時は、宿題

をやり終えるのにいつも遅くまで時間がかかってしまいます。宿題が終わる頃には夕食にな
ってしまい、ゲームの時間がなくなってしまうかもしれません。お母さんとも、ゲームは宿
題をしてからやるという約束をしています。
Ａさんは、初めにゲームをしてから宿題をするか、宿題をやってしまってからゲームをす

るか迷っています。

進行者 ：「①を見てください。あなたがＡさんなら、どちらを選択しますか？という問いが
ありますが、こちらで機械的に先生方に選択してもらう方を決めていきます。（お
よそ半分ずつになるように割り当て、○を付けてもらう）それでは、子どもたちに
なったつもりでａ、ｂそれぞれを選んだとして演習を進めていきましょう」

進行者 ：「それでは②に、小学生になったつもりで、それを選んだ理由を書いてみましょう。
時間は３分です」（３分）
（全員が書き終わったことを確認する）

進行者 ：「それでは、前方のスクリーンを見てください。ａの『先にゲームをする』を選ん
だ人は挙手をお願いします」
（係がスクリーン側から４人組のグループができるように誘導する）

「次に、ｂの『先に宿題をする』を選んだ人は挙手をお願いします」
（係がスクリーン後方側から４人組のグループができるように誘導する）

（グループができたことを確認する）

進行者 ：「では、グループの中で自分が選んだ理由を発表していきます。その際、自分と違
う理由が出た場合には、プリントに記入してください」
「発表する順番を決めます。私に一番席の近い方は手を挙げてください。ではその
人から時計回りに発表してください」

「時間は５分です。それでは始めてください」
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演習進行案２（進行者用）

進行者 ：「そこまでです。どうでしょう。同じ選択をした人でも選んだ理由が違うこともあ
ったのではないでしょうか」

進行者 ：「続いて、これから異なる意見を持った人でグループを作ってもらいます」
（係が意見の違う４人組のグループになるように誘導する）

（グループができたことを確認する）

進行者 ：「では、先ほどと同じようにグループの中で、自分がどちらを選んだのかと、その
理由を発表してください。自分と違う意見や理由が出た場合には、プリントに記
入してください」

「時間は５分です。それでは始めてください」

進行者 ：「そこまでです。では⑦を見て下さい。ここまでの活動をふまえて、改めてあなた
がＡさんなら、どちらを選択するか考え、あてはまる方に○を付けてください」

進行者 ：「次に⑧にはじめと同じ、または違う意見となった理由を書きましょう」（３分）
（全員が書き終わったことを確認する）

※ 選択が偏り、異なる意見を持ったグループが編成できなかった場合には、意図
的に異なる意見の持ち主を指名して、発表させ、意見や考えを共有させる。

振り返り、まとめ

進行者 ：「どなたか意見と理由を紹介して欲しいのですが、まず意見が変わらなかった人、
挙手をしてください。どうして変わらなかったのか発表してください」
（挙手をさせて、指名して発表させる）

（内容によって、「どうして意見が変わらなかったと思いますか？」や「他の人の意見を聞いて

変わったことはまったくないですか？」などと問いかける）

振り返りのポイント
・意見が同じでも、理由が変わった人には、その理由を詳しく聞いていく。
・他の人の意見を聞いて、見方が変わったり、考えが深まったりしたこと
を意識させる。

進行者 ：「次に意見が変わった人、挙手をしてください。どうして変わったのか発表してく
ださい」
（挙手をさせて、指名して発表させる）

（内容によって、「他の人の意見で新しい発見がありましたか？」などと問いかける）

振り返りのポイント
・意見が変わった理由を詳しく聞いていく。
・他の人の意見を聞いて、見方や考えが広がったことを意識させる。

進行者 ：「さて、それでは演習全体を通しての感想を発表してください。」
（実際にやってみての感想を、１～２名に述べてもらう）

進行者 ：「（感想を受けて）そうですね。（児童に向けて）これからの生活でも自分で何かを決めな
ければいけないときに、今日のように他の人の意見も参考にしながら、自分自身で
しっかりと考え、選び、決定していって欲しいと思います。（先生方へ）今日の演習
のように自分で選択・決定させられるようにしていきたいものです」

実施上の留意点
（１） 書く時間、話し合う時間のメリハリをつける。
（２） 演習の進め方や時間を伝え、それぞれの活動が主体的に行われるようにする。
（３） 研修者自身の考えが変わった、または変わらなかった理由を発表させて、全体で共

有する。
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